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1. 番組制作設備におけるIP化の動向
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・・・ 2000 ・・・ 2005 ・・・ 2010 ・・・ 2015 ・・・ 2020 ・・・ 2025 ・・・

放送

ライブ制作

収録制作

番組制作設備のIP化
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地上アナログ

BSアナログ BSデジタル

地上デジタル

4K・8K放送

アナログインタフェース（SDTV）

デジタルインタフェース（2K→8K、SDI 1.5G→12G）

番組制作用IPインタフェース
（2K～8K、SMPTE ST2110）

IP伝送（SMPTE ST2022）

VTR収録・編集・送出

ファイルベース収録・編集・送出
（IP接続）

ノンリニア編集機（PCベース）

クラウド活用
仮想化技術



SDIからEthernet/IPへ
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IPインタフェースの特徴
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• 回線接続方法で高品質
• 信号の伝送経路が直感的
• 慣れている（運用性・互換性）

SDI
• 伝送速度の向上が早い
• 様々な信号の多重が容易
• 双方向回線が標準
• 新しいワークフローを生み出せる

IPインタフェース



リモート制作
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• 出先の機材・人員を減らせるが、回線費は増える方向



• 離れた場所の機材が使用可能になり、稼働率の向上が期待できる。

リソース共有
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2. 国際標準化動向
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IPインタフェースに関する活動
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EBU

VSF

AMWA

NMOS

SMPTE

VSF

JT-NM

ユーザー要望

• 課題抽出
• アーキテクチャ提案
• ロードマップ策定

IEEE 1558
ST 2059

RFC 4175
AES3/67

既存規格

NMOS

IS-07
IS-06

IS-05
IS-04

管理・制御

SMPTE
SMPTE

IS-07
ST 2110-

ST 2110-20
ST 2110-10

ST 2022-6

AMWA

メディア伝送
時刻・同期

VSF
TR-03/04

AIMS
マーケティング
フィードバック

AIMS: Alliance for Medeia Solutions AMWA: Advanced Media Workflow Association
EBU: European Broadcasting Union JT-NM: Joint Task Force on Network Media
SMPTE: Society of Motion Picture and Television Engineers VSF: Video Services Forum



JT-NMロードマップ
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• IP化に関するJT-NMが考えるロードマップを説明
• 最終目標は「クラウド化」「ソフト化（メディアに依存しない）」

https://tech.ebu.ch/publications/jt-nm-roadmapより引用

https://tech.ebu.ch/publications/jt-nm-roadmap


EBUピラミッド

12EBU TECH3371（2020）より引用

・技術を５層に分類、入手可能状況を色で示す。現時点では３層までほぼ入手可能。
・今後は制御層、設定・監視層、セキュリティー層が技術開発・標準化の焦点

メディア伝送

時刻・同期

制御

設定・監視

セキュリティー



• エッセンスの伝送をIPネットワークで行う
• 映像、音声、補助データのエッセンスごとにパケット化して伝送
• パケットを識別する仕組みが必要 → SDP（ST 2110-10）
• 各エッセンスの同期を別の手段で担保 → ST 2059

メディア伝送：ST 2110
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ST 2110-10：システムタイミングモデルと共通要件
• PTP（SMPTE ST 2059）の使用
• PTPタイムスタンプ
• IPストリームの一般要件
• Session Description Protocol（SDP）の使用
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• VSFで素案が作られ､SMPTEで標準化
• SDI（アンシラリを含む）をIPパケット化、3G-SDIまで対応
• 映像クロックとメディアクロックは非同期
• 放送局内の回線切替等で実績あり

14放送技術セミナ2022/9/9 JEITA

メディア伝送：ST 2022-6

規格番号 名称 内容
SMPTE ST2022-5 Forward Error Correction for Transport of 

High Bit Rate Media Signals over IP 
Networks (HBRMT)

2022-6 用の前方誤り訂正

SMPTE ST2022-6 Transport of High Bit Rate Media 
Signals over IP Networks (HBRMT)

SDI 信号を丸ごとパケット化

SMPTE ST2022-7 Seamless Protection Switching of SMPTE 
ST 2022 IP Datagrams

冗長化された伝送路のシーム
レスな信号切り換え



• BB（ブラックバースト）による同期分配に代わる技術
• IPシステムではメディア系と同じネットワークを活用

• BB同期では別のネットワークが必要

• SMPTE ST 2059は、IEEE 1588（PTP）を放送用として適用するための
規格

• PTPでは各機器が時計を持ち、これらを同期させる技術によって同期結
合を行う
• BBでは波形信号におけるタイミングを規定

時刻・同期：PTP（ST 2059）
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• IPネットワークシステム
• 複数の様々なエッセンスによる双方向通信
• 物理的な接続点ではなく、機器に設定したIPアドレスが意味を持つ
• 接続制御はIPスイッチではなく、端点の機器を制御して行う

管理・制御：AMWA NMOS
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番号 名称 内容
IS-04 Discovery & Registration 機器の発見と登録
IS-05 Device Connection Management 機器の接続制御
IS-06 Network Control ネットワーク制御
IS-07 Event & Tally 機器ステータス情報の送受信
IS-08 Audio Channel Mapping 音声チャンネル用のマッピング
IS-09 System システムリソース
IS-10 Authorization 認可情報のIF
MS-04 ID & Timing Model IDとタイミングモデルのグルーピング
BCP-002-01 Natural Grouping 送受信リソースのグルーピング
BCP-003-01 Security Communication in NMOS Systems 制御信号通信のセキュア化
BCP-003-02 Authorization in NMOS Systems 認可法
BCP-003-03 Certificate Provisioning in NMOS Systems 証明書の発行
BCP-004-01 Receiver Capabilities レシーバーの機能

IS：Interface Specification
MS：Data Model Specification
BCP：Best Current Practice

https://specs.amwa.tv/nmos
より引用

https://specs.amwa.tv/nmos


• 放送局設備のIP化においてセキュリティーは重要
• EBUピラミッドにセキュリティーの要件項目が記載

• EBU R143：放送事業者が考慮すべきセキュリティー項目のガイドライン
• EBU R148：ミニマムセキュリティーテストの方法
• AMWA NMOS BCP-003：制御信号通信号のセキュア化

セキュリティー
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• EBU(2022). R 143: CYBERSECURITY RECOMMENDATION FOR MEDIA VENDORS’ SYSTEMS,
SOFTWARE & SERVICES ver 2.3

• EBU(2018). R 148: CYBERSECURITY RECOMMENDATION ON MINIMUM SECURITY TESTS
FOR NETWORKED MEDIA EQUIPMENT

・AMWA BCP-003 Security recommendations for NMOS APIs https://specs.amwa.tv/bcp-003/



3. 国内標準化動向
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• ARIB（電波産業会）
• スタジオ設備開発部会機器間インタフェース作業班で策定

• 番組制作用IPインタフェースに関する活動
• 国際規格に準拠、国際規格にない部分をカバー
• 国内への技術普及を目的として日本語規格の策定
• ユーザーの利便性向上に寄与する技術文書の策定

ARIBにおけるIPインタフェース標準化
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IPインタフェース標準化イメージ
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4. まとめと今後の展望
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• SDIは信号伝送の規格であるが、IP番組制作システムはさらに広い範囲
をカバーする規格が必要となる

• ①メディア伝送②時刻・同期③制御（EBUピラミッド）については標準
化はほぼ完了していが、毎年見直しが行われている
• 実用的な運用が可能となっている

• ④設定・監視⑤セキュリティーについても標準化は進んでいる
• 従来のSDIシステムの置き換えについては実用的な運用が可能なっている
• より大規模なシステムの構築やクラウド連携、仮想化システムの構築については課

題が残る

標準化のまとめ
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• 従来のSDIシステムの置き換えという意味では、IPシステムに関する標準化
はほぼ実用の域に達している（主要な標準化も完了）
• 個別スタジオ、中継車などで国内放送局へ導入済み
• 回線切り替えなどでもIPスイッチが導入済み

• 今後は、IPシステムならではのメリットがより求められ、関連する互換性検
証、設定・監視、セキュリティーに関する標準化がすすめられる
• システムインテグレーション
• IPリモート制作
• クラウド対応
• 運用性／コストメリット

今後の展望
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